
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 合計

0 0 0 899,899 499,863 1,399,762

0 0 0 899,895 499,863 1,399,758

うち県交付金 0 0 0 449,947 249,930 699,877

0 0 948,000 580,000 602,503 2,130,503

0 0 930,000 500,000 500,000 1,930,000

うち県交付金 0 0 465,000 250,000 250,000 965,000

0 0 933,000 520,126 680,258 2,133,384

0 0 930,000 500,000 500,000 1,930,000

うち県交付金 0 0 465,000 250,000 250,000 965,000

0 0 930,638 498,593 140,466 1,569,697

0 0 880,938 448,593 128,086 1,457,617

うち県交付金 0 0 440,469 224,296 64,043 728,808

0 0 0 564,851 500,000 1,064,851

0 0 0 564,851 0 564,851

うち県交付金 0 0 0 282,425 0 282,425

0 0 0 1,200,000 1,200,000 2,400,000

0 0 0 1,000,000 0 1,000,000

うち県交付金 0 0 0 500,000 0 500,000

0 0 705,483 508,299 600,000 1,813,782

0 0 624,983 412,500 0 1,037,483

うち県交付金 0 0 0 206,250 0 206,250

0 1,564,017 559,134 600,930 100,000 2,824,081

0 1,000,000 465,000 500,000 0 1,965,000

うち県交付金 0 499,999 232,500 250,000 0 982,499

0 1,706,294 961,791 1,336,744 500,000 4,504,829

0 1,000,000 465,000 500,000 0 1,965,000

うち県交付金 0 499,999 232,500 250,000 0 982,499

0 1,098,000 545,000 567,757 400,000 2,610,757

0 1,000,000 465,000 500,000 0 1,965,000

うち県交付金 0 500,000 232,500 250,000 0 982,500

0 937,707 430,343 441,037 220,000 2,029,087

0 937,707 430,343 441,037 0 1,809,087

うち県交付金 0 468,853 215,171 220,518 0 904,542

0 881,940 465,000 0 0 1,346,940

0 881,940 465,000 0 0 1,346,940

うち県交付金 0 440,970 232,500 0 0 673,470

0 144,343 192,838 150,000 150,000 637,181

0 144,343 192,838 0 0 337,181

うち県交付金 0 72,171 96,419 0 0 168,590

200,600 945,725 1,016,110 516,000 516,000 3,194,435

116,600 500,000 465,000 0 0 1,081,600

うち県交付金 58,300 250,000 232,500 0 0 540,800

0 2,945,032 2,438,376 2,600,000 2,600,000 10,583,408

0 500,000 465,000 0 0 965,000

うち県交付金 0 250,000 232,500 0 0 482,500

602,207 637,386 616,083 200,000 200,000 2,255,676

488,497 500,000 465,000 0 0 1,453,497

うち県交付金 244,248 250,000 232,500 0 0 726,748

1,640,765 1,098,557 1,359,451 140,000 140,000 4,378,773

998,760 498,816 464,970 0 0 1,962,546

うち県交付金 499,380 249,408 232,485 0 0 981,273

65,141 105,413 79,688 0 0 250,242

65,000 105,413 79,688 0 0 250,101

うち県交付金 32,500 52,706 39,844 0 0 125,050

12
黒田原地区歴史文化啓
蒙事業

総事業費

うち市町支出額

13
池田地区ひまわりプロ
ジェクト

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

那須町

1
地域の高齢者の居場所
づくり事業

総事業費

うち市町支出額

9 黒田原夏まつり

総事業費

うち市町支出額

4
高齢者の生きがいづくり
とお出かけ支援事業

総事業費

うち市町支出額

5
稲沢・沼野井自主防災
組織形成事業

総事業費

うち市町支出額

6

15 那須・地ビール祭り2018

17
障がい者アートを活用し
た地域づくり

総事業費

うち市町支出額

16
「傾聴と在宅支援」によ
る地域支え合い事業

総事業費

うち市町支出額

うち市町支出額

14 うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

総事業費

うち市町支出額

7
夕狩地区の自然を活か
した地域の環境教育推
進事業

総事業費

うち市町支出額

8 那須高原芸術祭

総事業費

うち市町支出額

10 だっぱら駅前マルシェ

総事業費

うち市町支出額

11
高久地区歴史めぐりと
自然散策事業

あかりキッチン

総事業費

18 ホタルの里づくり事業

記事制作・寄稿を通した
那須の魅力・情報発信
事業

総事業費

うち市町支出額

2

インターネットラジオ放
送局「だっぱラジオ」を
活用した那須町の魅力
発信事業

総事業費

うち市町支出額

3
芦野根古屋地区景観整
備事業

総事業費

うち市町支出額



527,989 499,429 463,800 30,000 30,000 1,551,218

527,989 499,429 463,800 0 0 1,491,218

うち県交付金 263,994 249,714 231,900 0 0 745,608

922,998 796,384 364,753 200,000 200,000 2,484,135

922,998 351,440 364,753 0 0 1,639,191

うち県交付金 461,499 175,720 182,376 0 0 819,595

0 1,166,875 453,364 100,000 100,000 1,820,239

0 882,278 163,841 0 0 1,046,119

うち県交付金 0 441,139 81,920 0 0 523,059

0 1,024,123 475,000 200,000 200,000 1,899,123

0 1,000,000 465,000 0 0 1,465,000

うち県交付金 0 500,000 232,500 0 0 732,500

2,664,959 562,423 0 0 0 3,227,382

1,000,000 500,000 0 0 0 1,500,000

うち県交付金 500,000 249,999 0 0 0 749,999

9,584,168 9,204,112 6,117,930 8,000,000 0 32,906,210

7,000,000 8,000,000 5,000,000 8,000,000 0 28,000,000

うち県交付金 1,500,000 1,500,000 0 0 0 3,000,000

266,799 0 0 0 0 266,799

266,799 0 0 0 0 266,799

うち県交付金 133,399 0 0 0 0 133,399

119,761 0 0 0 0 119,761

119,761 0 0 0 0 119,761

うち県交付金 59,880 0 0 0 0 59,880

57,216 25,548 60,000 0 0 142,764

57,216 25,548 0 0 0 82,764

うち県交付金 28,608 0 0 0 0 28,608

150,779 55,683 60,000 0 0 266,462

150,779 55,683 0 0 0 206,462

うち県交付金 75,389 0 0 0 0 75,389

16,803,382 25,398,991 20,175,782 19,854,236 9,579,090 91,811,481

11,714,399 18,382,597 14,246,154 14,266,876 1,627,949 60,237,975

うち県交付金 3,857,197 6,650,678 4,310,584 3,133,436 813,973 18,765,868

市町計

総事業費

うち市町支出額

23
竹のイノベーションを考
える里山再生と地域振
興

20

25
黒田原中心街賑わい創
生事業

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

19
ミツマタ群生地周辺整
備事業

総事業費

21
那須町工芸作家による
地域づくり事業

総事業費

うち市町支出額

大島ふれあい田んぼ
アートづくり事業

総事業費

うち市町支出額

うち市町支出額

26 高久地区美観形成事業

総事業費

うち市町支出額

22
「クロロとゆめな」を活用
した黒田原地域活性化
事業

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

24
那須の伝説「第18回那
須九尾まつり」

28
寄居地区魅力拡大事業
（寄居地区地域交流事
業）

総事業費

うち市町支出額

27
田中地区地域交流促進
事業（田中地区地域文
化保全振興交流事業）

総事業費

うち市町支出額



別記様式第１号－２

 

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３１年度（令和元年度） 令和２年度 令和3年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・地域づくり委員会開催
・サロン建物内部改装
・サロン環境整備

・地域づくり委員会開催
・サロン試験運用

・地域づくり委員会開催
・サロン本格運用

899,899 499,863 0 1,399,762 500,000

899,895 499,863 0 1,399,758 0

うち県交付金 449,947 249,930 0 699,877

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 4 0 4 500,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 伊王野地区地域づくり委員会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須町

事 業 名 地域高齢者の居場所作り事業

代 表 者 の 名 称 伊藤　弘

事 業 主 体 の 所 在 那須町大字伊王野１５７４

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：地域の人々が自ら地域の課題を考え、町民と行政が相互理解による協働のまちづくりを推進する。
・設立年月日：平成２０年１０月１６日
・構成員等：自治会長、自治公民館長、社会福祉協議会長、民生委員、地区住民　等

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　町全体で高齢化率36％の現状である。地域内においてはコミュニティーはしっかりしているが、少子高齢化の波に飲み込
まれてしまうことに危機感があるため、地域で支え合える体制作りが必要である。
　（送迎関係、居場所づくり、日常支援、見守り体制づくり等の情報が集まる場所づくり）

事 業 目 的

　地域に住んでいるみんなが「安心して」「健康で」「安全に」住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるようにし
たい。隣近所のつながりを大切にし、みんなで支え合う地域を目指したい。

事 業 概 要

【令和2年度】
　地域高齢者がいつでも気軽に集える居場所を提供し、生涯学習や生き甲斐作り、支え合いの拠点となるような持続可能
な事業展開を目指すためにサロンを整備した。
　
（気軽にいつでも集えるサロンづくり）
①役員会・委員会の開催
　役員会（3回）
　　9/9（出席者6人）：今後の活動方針と日程等について（清掃、エアコン設置）
　　11/24（出席者6人）：活動報告、今後の活動内容と日程等について（備品搬入）
　　1/16（出席者6人）：管理運営方針について
　委員会（1回）
　　9/29（出席者24人）：今後の活動方針について

②拠点整備
    拠点場所：那須町大字伊王野1547－3
　　・建物内部改装、環境整備（エアコン設置、照明器具取付、カーテン取付、障子張）を実施した。
　　・地域住民に親しまれるようなサロン名称を検討した。

③サロンオープンに向けた活動
　　・管理運営方針の策定の検討
　　・チラシ作成の検討
　　・コロナウイルス感染症を考慮した仮オープンの検討

【令和3年度以降】
・前年度の取組の検証・分析を踏まえ、事業を継続する。

連絡先
0287-72-6935
0287-72-1133
kikaku@town.nasu.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標１】安心で確かな暮らしを営む地域戦略
【基本的方向】健康寿命の延伸と住み慣れた地域での生活の継続
　　　　　　　　　　多機能型福祉・地域共生拠点づくりの推進（小さな拠点づくり）
【KPI】小さな拠点形成数　H26　0拠点　→　H31　2拠点　【R1実績　2拠点】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 企画財政課まちづくり係
担当者名 若目田　知子

mailto:kikaku@town.nasu.lg.jp


別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

499,863

499,863

２　支出の部

県交付金

6,817 6,817 3,408 0
ゴミ袋、雑巾、ポリタンク他

4,268 4,268 2,134 0
電気料

11,750 11,750 5,875 0
賠償責任保険

11,603 11,603 5,801 0
ごみ処理手数料

241,512 241,512 120,756 0
エアコン移設及び設置、照明
取付

30,000 30,000 15,000 0
サロン施設使用料5,000円×
6ヶ月

141,491 141,491 70,745 0
テーブル、テレビ他、サロン備
品

52,422 52,422 26,211 0
羽目板、天井板、ロールカー
テン他

499,863 499,863 249,930 0

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 那須町

単位事業名 地域の高齢者の居場所作り事業

科目 備考

町支出金 地域づくり事業交付金

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

消耗品費

光熱水費

保険料

委託料

使用料及び賃借料

備品購入費

原材料費

計

手数料



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 平成３１年度（令和元年度） 令和２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

ラジオ放送を中心とした
町の魅力発信事業

ラジオ放送を中心とした
町の魅力発信事業

①ラジオ番組告知宣伝
の継続（通年）
②ラジオ番組の強化
（通年）
③地域との連携強化
（全８回）

ラジオ放送を中心とした
町の魅力発信事業

948,000 580,000 602,503 2,130,503 1,500,000

930,000 500,000 500,000 1,930,000 0

うち県交付金 465,000 250,000 250,000 965,000

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 18,000 80,000 102,503 200,503 1,500,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 黒田原放送協会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須町

事 業 名 インターネットラジオ放送局「だっぱラジオ」を活用した那須町の魅力発信事業

代 表 者 の 名 称 山﨑  雅人

事 業 主 体 の 所 在 那須町大字寺子乙４０３６－３

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：ローカルから全国へ向けた情報発信をインターネットラジオを主とするメディアの活用により那須町の地域振
興に寄与すること。
・設立年月日：平成３０年１月１日
・構成員等：黒田原地区の若者

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　那須町には年間500万人もの観光客が訪れているが、那須町民の「生の声」を知ることが出来るインターネット上の情報イ
ンフラが整っていない状況であり、リアルタイムでの地元からの発信が少ないことに気づいた。また、インターネット上での地
元向けの情報発信や地元住民が楽しめるコンテンツも少ない。これらのことから、観光客や町外者に対する多様な情報発
信、地域の方に対するコンテンツ発信不足を解消するために活動を行う。

事 業 目 的

・観光客や町外、県外の方への多様な情報発信を行い那須町の知名度向上と魅力発信、地域のファンを獲得する。
・地域間の垣根を超えるインターネットをツールとし、幅広い年代の地域住民がパーソナリティーを務めることにより生まれる
独自の目線や感性、情報を定期的に発信することで地元愛の醸成とにぎわいの創出を図る。

事 業 概 要

【令和2年度】
町内のインターネットラジオ放送局「だっぱラジオ」を活用し、町の魅力発信事業を実施した。（黒田原インターネット放送局
だっぱラジオ）
　開催期間：4月1日～3月31日
　観光誘客や交流人口の増加を目的に地域との連携を強化し、番組の質の向上を図り町内外の方に町の魅力を発信した。
①ラジオ番組告知宣伝の継続（通年）
　ラジオ番組を多くの方に知ってもらえるようインターネット、Twitter等のSNSを活用して情報を発信した。さらにショップカー
ド（ちらし）を作成した。また、インターネット環境に無い方への訴求力を高めるためラジオ局にモニターを設置し通り掛かりに
見ていただけるよう工夫した。
②ラジオ番組の強化（通年）
　クオリティーを高めた放送を目指し編集番組の放送を実施した。また、一眼レフカメラを使用した撮影編集、ドローンを活用
した撮影編集、ワイヤレスマイクを使用した撮影編集にも挑戦した。
　Youtubeのチャンネル登録者数の目標値を1,000人以上とする。（実績696人）
③地域との連携強化（実績8回）
 〇収録
　　ラジオ放送局スタジオだけでなく、町内の各所から番組収録を行った。TV朝日系番組「全力坂」をオマージュした「全力
  那須」  シリーズの収録を実施し、地域の「見せ方」に工夫を凝らした。また、那須での野菜栽培を収録した「目指せ！家
  庭菜園マスター」、  那須をVlog風に紹介する番組、雪の道路状況を伝えるための収録を行った。
　〇放送
　　スタジオ外からの生放送を実施した。また、地域の垣根を超えてオンライン中継を実施した。
    （山形県中山町、ベトナム・ホーチミン市）
　〇イベント
　　黒田原駅前映画祭では生中継を実施した。那須ショートフィルムフェスティバルではパーソナリティーが総合司会を担当
  した。
　
【令和3年度以降】
・前年度の取組の検証・分析を踏まえ、事業を継続する。

連絡先
0287-72-6935
0287-72-1133
kikaku@town.nasu.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標１】「那須」の魅力を最大限活用した地域戦略
【基本的方向】「那須にしかない」地域資源を活用した魅力ある地域戦略
【KPI】転入超過数（転入者数－転出者数）　△59人（H26）　→　300人（H31）　【H30年次実績△64人】
【目標２】安心で確かな暮らしを営む地域戦略
【KPI】那須町に住み続けたいと思う住民の割合　76.4％（H26)　→　80.0％（H31）　【R1第7次那須町振興計画後期計画住民意識調査
結果72.7％】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 企画財政課まちづくり係
担当者名 若目田　知子

mailto:kikaku@town.nasu.lg.jp


別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

102,503

10,000

612,503

２　支出の部

県交付金

30,000 30,000 15,000 0 ショップカード印刷代

52,503 50,000 25,000 2,503 インターネット通信料

20,000 20,000 10,000 0 ホームページ更新

360,000 360,000 180,000 0

ワイヤレスマイク、外部モニ
ター、ドローン等撮影機材レ
ンタル料

42,836 40,000 20,000 2,836 記録用メディア・その他備品

97,164 0 0 97,164
キーボード、カメラアクセサ
リー、Tシャツ他

602,503 500,000 250,000 102,503

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 那須町

単位事業名 インターネットラジオ放送局「だっぱラジオ」を活用した那須町の魅力発信事業

科目 備考

町支出金 地域づくり事業交付金

自己資金 黒田原放送協会会員会費

イベント出展協力金 イベント出演報酬

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

印刷製本費

消耗品費

備品購入費

計

通信運搬費

委託料

使用料及び賃借料



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度（令和元年度） 令和2年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①屋敷跡の整備
②生垣の植栽
③支障木の除去及び除
草
④遊歩道の整備

①委員会の開催
②屋敷跡の整備
③生垣の管理
④遊歩道の管理
⑤駐車場整備

①協議会の開催
②屋敷跡地の整備と生
垣の形成事業
（旧簗瀬家・旧大輪家）
③散策マップの作成
④協議会活動PR

①支障木の除去及び除
草

933,000 520,126 680,258 2,133,384 0

930,000 500,000 500,000 1,930,000 0

うち県交付金 465,000 250,000 250,000 965,000

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 3,000 20,126 180,258 203,384 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 芦野地区地方創生協議会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須町

事 業 名 芦野根古屋地区景観整備事業（武家屋敷）

代 表 者 の 名 称 白井　伸雄

事 業 主 体 の 所 在 那須町大字寄居４０６

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：芦野地区の経済活性化、交流拠点化、定住促進に係る諸事業を展開する基本組織となる。
・設立年月日：平成２８年１０月１５日
・構成員等：芦野地区自治会連合会長、芦野の里づくり委員会長、聖天花火大会実行委員長など芦野地区の人々

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状 と課題

　芦野地区は城下町であり、宿場町でもあり、那須町で唯一江戸時代の面影が残る地であるが、現在高齢化が進んでいる。
地区内の根古屋地区には、江戸時代芦野家家臣団の屋敷があったが、現在子孫は芦野を離れ、敷地や屋敷は放置され、荒
れ果て往時の面影はない。後継者不足によって、保全・継承も困難となり、地域内外の交流も減少している。交流人口の増加
を図るためには、この地域を観光地・芦野を代表すべきエリアとして存続させ、これまでの名所旧跡に加え、新たな歴史と文化
の空間を作る必要がある。

事 業 目 的

　根古屋地区芦野家家臣の屋敷跡は景観が偲ばれる数少ない空間であり、これらの空間を磨き上げ、集客効果の上昇や郷
土愛の醸成を図ることを目的とする。
更に、屋敷跡周辺の御殿山を中心として散策コースを魅力的な景観へと導くことで観光客の滞在時間を延伸し、地区内の商
業活動への波及効果を図る。

事 業 概 要

【令和２年度】
①協議会の開催
　コロナウイルス感染症の影響により開催できず、会長からメールや電話での連絡により情報共有を図った。
　
②屋敷跡地の整備と生垣の形成事業（旧簗瀬家・旧大輪家）
　子孫は芦野を離れ、敷地や屋敷が放置され荒れ果てている江戸時代の武家屋敷跡地を整備し、空間の磨き上げを行った。
　○景観の支障となる樹木等の除去と除草作業（10回）
　　遊歩道沿いや御殿山散策路周辺の除草作業と支障木の撤去を行った。
　　4/5、5/20、5/25、6/29、7/9、8/6、9/5、10/11、12/5、2/26（参加延べ人数40人）
　○遊歩道の整備
　　平成30年度に整備を行った箇所の北側（芦野氏新墳墓から根古屋）の遊歩道階段部分が丸太であり、朽ちて危険なた
    め芦野石による改修を行った。
　　2/26～27（参加延べ人数8人）
　○屋敷跡園地化作業の実施
　　武家屋敷跡の園地化として芦野石の卓や椅子の設置、敷石、植栽を行った。
　　2/26～27、3/10（参加延べ人数17人）

③散策マップの作成
　芦野の魅力を発信するため、散策マップを2,000部作成した。

④協議会活動PR
　既存のHP「もうひとつの那須　芦野」において活動内容の周知やPRを行った。

【令和３年度以降】
・本事業は最終年度であるが、令和３年度から「とちぎの元気な森づくり」事業の一環として、里山事業への取組みが内定して
いる。御殿山・根古屋周辺を含め芦野地区全体を「里山」として整備する計画であり、今後も事業を継続する。

連絡先
0287-72-6935
0287-72-1133
kikaku@town.nasu.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標１】「那須」の魅力を最大限活用した地域戦略
【基本的方向】「那須にしかない」地域資源を活用した魅力ある地域戦略
【KPI】転入超過数（転入者数－転出者数）　△59人（H26）　→　300人（H31）　【H30年次実績△64人】
【目標２】安心で確かな暮らしを営む地域戦略
【KPI】那須町に住み続けたいと思う住民の割合　76.4％（H26)　→　80.0％（H31）　【R1第7次那須町振興計画後期計画住民意識調査結果
72.7％】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 企画財政課まちづくり係
担当者名 若目田　知子

mailto:kikaku@town.nasu.lg.jp


別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

180,258

680,258

２　支出の部

県交付金

18,414 1,870 935 16,544
コピー用紙、印刷用マスター
等

13,904 13,904 6,952 0 草刈り機混合燃料等

199,400 199,400 99,700 0 散策マップ印刷2,000部

49,500 49,500 24,750 0 材料運搬

33,000 33,000 16,500 0 重機使用料

361,900 202,326 101,163 159,574 植栽用苗木、砂利、芦野石

4,140 0 0 4,140

680,258 500,000 250,000 180,258

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 那須町

単位事業名 芦野根古屋地区景観整備事業（武家屋敷）

科目 備考

町支出金 地域づくり事業交付金

自主財源 芦野地区地方創生協議会活動資金より支出

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

消耗品費

燃料費

印刷製本費

運搬費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

使用料及び賃借料

原材料費

食糧費

計



別記様式第１号－２

 

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３０年度 ３１年度（令和元年度） 令和2年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①学習会
②お出かけ支援調査
③アンケート調査
④試験運行
⑤事業説明会
⑥リーフレットPR

①イベント・学習会
②定時運行実現の検
討
③相互扶助によるお出
かけ支援の促進

①検討会、学習会の実
施
②試験運行
③次年度以降の事業
計画の策定と事業引継
ぎ

①2018年度策定の事
業計画に基づいた事業

930,638 498,593 140,466 1,569,697 0

880,938 448,593 128,086 1,457,617 0

うち県交付金 440,469 224,296 64,043 728,808

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 49,700 50,000 12,380 112,080 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 那須高原クロスロード振興会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須町

事 業 名 高齢者の生きがいづくりとお出かけ支援事業

代 表 者 の 名 称 北牧　修平

事 業 主 体 の 所 在 那須町大字高久甲6334-3

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：那須地域の人々が地域のために力が必要であると考えることから、会員同士で運営し部会や勉強会を通じて
地域に貢献し地域を豊かにすることを目指す。
・設立年月日：平成１４年１０月１日
・構成員等：活動内容に賛同する町内外の者

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

当地区のある那須町北部エリアは、高齢化、過疎化が進み、高齢者の健康維持及び地域コミュニティ力の希薄化が課題に
なっている。高齢者の健康維持には、「お出かけ」が重要であり、高齢者の生きがいづくりにも大きく寄与する。しかし、「お出
かけ」したくてもできない人がいる現状もあり、健康増進及び生きがいづくりという高齢者のニーズに適合した「お出かけ」支
援が必要である。

事 業 目 的

高齢者のお出かけ支援のニーズ調査の上、そのニーズを満たすために住民が主体となった助け合いによるお出かけ支援
事業を展開し、高齢者の健康増進と生きがいづくりを醸成する。
また、事業を通じて世代間の交流を図り、住民の郷土愛を醸成する。

事 業 概 要

【令和２年度】
①定時運行
　7月から3月まで週一回定時運行を実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、定時運行を実
施することが困難となった。
　（予定していたルート）
  黒田原、芦野ルート/白河ルート/黒磯ルート　（対象は逃室、夕狩地区住民を基本とするが町民であれば乗車可能）

②地域イベント移動支援
　7月から1月までの合計6回、那須まちづくり広場を含む地域のイベントに送迎を実施する予定であったが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、地域イベントが中止となってしまったことにより移動支援を実施することができなかった。

③有識者検討会（2回）、学習会（1回）の実施
　〇有識者検討会（7/15開催・参加者1名、3/7開催・参加者2名）
　　かながわ福祉移動サービスネットワーク事務所へ依頼し検討会を実施した。3/7はZOOMにより実施した。
　○学習会（11/25開催、参加者9名）
　　お出かけ支援事業について、ZOOMにより学習会を実施して、コロナ禍での事業実施のあり方を学んだ。

④お出かけサロンの開催
　利用者が利用しやすい事業内容に改善するため、お出かけ支援の利用者からニーズを伺う場を11月、3月に予定していた
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、お出かけサロンの開催が困難となった。

⑤試験運行（3/9実施・参加者7名）
　会員と有志でコロナ禍に配慮した試験運行を実施した。(那須まちづくり広場～芦野温泉まで運行)

⑥次年度以降の事業計画の策定と事業引継ぎ
　事業を継続する団体が円滑に事業を実施できるよう事業計画の策定と事業引継ぎを行った。

【令和3年度以降】
前年度の取組の検証・分析を踏まえ、事業を継続する。

連絡先
0287-72-6935
0287-72-1133
kikaku@town.nasu.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標１】「那須」の魅力を最大限活用した地域戦略
【基本的方向】「那須にしかない」地域資源を活用した魅力ある地域戦略
【KPI】転入超過数（転入者数－転出者数）　△59人（H26）　→　300人（H31）　【H30年次実績△64人】
【目標２】安心で確かな暮らしを営む地域戦略
【KPI】那須町に住み続けたいと思う住民の割合　76.4％（H26)　→　80.0％（H31）　　【R1第7次那須町振興計画後期計画住民意識調査結
果72.7％】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 企画財政課まちづくり係
担当者名 若目田　知子

mailto:kikaku@town.nasu.lg.jp


別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

128,086

12,380

140,466

２　支出の部

県交付金

40,000 40,000 20,000 0
講師謝礼20,000円×1名×1
回、有識者謝礼10,000円×1
名×2回

14,470 14,470 7,235 0 横浜往復（1回）、ガソリン代

20,020 20,020 10,010 0
学習会資料、利用者拡大PR
チラシ等

9,596 9,596 4,798 0 自治会等通信費

44,000 44,000 22,000 0
部会・学習会等会場費
24,000円、車両レンタル
4,000円×4回

12,380 0 0 12,380
非接触温度計

140,466 128,086 64,043 12,380

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 那須町

単位事業名 高齢者の生きがいづくりとお出かけ支援事業

科目 備考

町支出金 地域づくり事業交付金

自主支出額 那須高原クロスロード振興会活動資金より支出

使用料及び賃借料

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

報償費

印刷製本費

通信運搬費

旅費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

備品購入費


